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［研究ノート］

ノスタルジアが自己連続性に与える影響（1）

津村　健太

問題

　ノスタルジアとは、過去に対する思慕（sentimental longing）の感情である（Wildschut, 
Sedikides, Arndt, & Routledge, 2006）。近年、ノスタルジアが持つ心理的影響について心理学の
分野においても関心がもたれ、実証研究が行われてきている（e.g., Juhl, Routledge, Arndt, 
Sedikides, & Wildschut, 2010; Routledge, Arndt, Sedikides, & Wildschut, 2008; Wildschut et al., 
2006; Zhou, Sedikides, Wildschut, & Gao, 2008）。本研究では、過去から現在にかけて同じ自己が
時間的に連続しているという感覚、すなわち自己連続性にノスタルジアが及ぼす影響を検討する。

ノスタルジアとは
　ノスタルジアは過去に対する思慕の感情で、例えば、自らが過去に経験した出来事を想起した
ときに喚起される（Wildschut et al., 2006）。日本語における懐かしいという感情におおむね一致
するものと考えられる（cf. 楠見・松田・杉森，2009）。ノスタルジアを感じる出来事を想起した
際に感じていた感情は、ネガティブな感情が含まれる場合も多いが、ポジティブなものが大部分
を占めており、ノスタルジアは主としてポジティブな感情であると考えられている（Wildschut 
et al., 2006）。
　近年、ノスタルジアの心理的帰結に関心が集まっており、心理学実験を通じてその影響につい
て検討されている。例えば、ノスタルジアを感じる出来事を想起した参加者の方が、日常的な

（ordinary）出来事を想起した参加者よりも、自尊心が高まっていた（Wildschut et al., 2006）。
また、Zhou et al.（2008）は一連の実験や調査を通じて、（a）．ソーシャルサポートの知覚が弱
まると孤独感が強まる、（b）．孤独感が強まるとノスタルジアが喚起されやすくなる、（c）．ノス
タルジアが喚起されると、ソーシャルサポートの知覚が強まる、といったプロセスを示した。そ
のうち、研究３では、ノスタルジア条件の参加者はノスタルジアを感じる出来事を、統制条件の
参加者は日常的な出来事を想起した。実験の結果、統制条件の参加者よりも、ノスタルジア条件
の参加者の方が、知覚されたソーシャルサポートが高かった。これは、ノスタルジアを感じる出
来事の多くが、大切な他者が関わる出来事であり（e.g., Wildschut et al., 2006）、ノスタルジアを
感じることで自身の人間関係を想起するためである（e.g., Kumashiro & Sedikides, 2005）。
　さらにノスタルジアが、死すべき運命は避けることができないという存在論的な恐怖（cf. 
Terror Management Theory, Greenberg, Pyszczynski, & Solomon, 1986）に対する心理的なバッ
ファとして機能することも示されている（Juhl et al., 2010; Routledge et al., 2008）。ノスタルジ
アは過去の重要な出来事や大切な他者との相互作用などの記憶を源泉としている（e.g., 
Wildschut et al., 2006）。そのため、ノスタルジアを感じることで生きる意味を確認でき
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（Routledge, Arndt, Wildschut, Sedikides, Hart, Juhl, Vingerhoets, & Schlotz, 2011）、存在論的脅
威に対するバッファとなると考えられている。

ノスタルジアと自己連続性
　本研究は上記の影響に加えて、ノスタルジアが自己連続性を回復させる可能性について検討す
る。外見、性格や信念など、時の流れの中で人は様々な変化を経験する。その一方で、過去から
現在にかけて、同じ自分が連続している、という感覚も持っている。この感覚が、自己の連続性
と呼ばれているものである（Sani, 2008）。この自己連続性はアイデンティティを構築する上でも
重要な要素であり（e.g., Erikson, 1959 小此木訳 1973）、私たちにとって不可欠なものである。
しかし、私たちは常に自己の連続性を感じられるわけではない。例えば自己概念が変化したとき
などは、過去の自分と現在の自分が同じであるとは思えず、自己連続性が感じられなくなる

（Lampinen, Odegard, & Leding, 2004）。そして、自己の不連続な状態に陥るとネガティブ感情
が高まったり、深刻なケースでは自殺などの心理的不適応との関連が指摘されている（e.g., 
Chandler, Lalonde, Sokol, & Hallett, 2003; Lampinen et al., 2004; Milligan, 2003）。こうした知見
をふまえると、自己不連続な状態は決して望ましいとはいえない。そこで本研究は、ノスタルジ
アによって自己連続性が高まるかどうか、実証的に検証することを目的とした。
　ノスタルジアが自己連続性を高めると最初に議論したのは、社会学者の Davis であった（Davis, 
1979 間場・細辻・荻野訳 1990）。彼は、自己不連続な状態に陥った時にノスタルジアを感じる
ことで連続性が回復されると論じた。それでは、なぜノスタルジアによって自己連続性が高まる
のであろうか。この点について考えるうえで重要な、ノスタルジアの特徴が２点ある。
　１つ目が、ノスタルジアを感じる出来事は、個人にとって重要で、かつ、自己をよく反映して
いると感じられる点である。ノスタルジアを感じる出来事は、日常的な出来事やポジティブな出
来事と比較して、本来性の感覚（sense of authenticity）、つまり、その出来事が本当の自己を反
映していると感じる程度が高い（Stephan, Sedikides, & Wildshut, 2012）。なぜならば、ノスタル
ジアは、過去の重要な出来事や大切な他者との相互作用などの記憶が源泉となっており、人生に
意義を与えてくれる（Routledge et al., 2011; Wildschut et al., 2006）ためである。
　２つ目が、ノスタルジアを感じる出来事と現在とのつながりの強さである。ノスタルジアを感
じる出来事についての記述は現在とのつながりに関する言及が多く、心理的な近接性

（psychological proximity）が高かった（Stephan et al., 2012）。これは、ノスタルジアは、現在
から過去への思慕の念であり、過去と現在の（暗黙の）比較、あるいは、過去から現在に対する
示唆を含む、といった特徴を持つ（Hart, Wildschut, Arndt, Routledge, & Vingerhoets, 2011; 
Hepper, Ritchie, Sedikides, & Wildschut, 2012; Sedikides, Wildschut, Arndt, & Routledge, 2008）
ためである。また、ノスタルジアを感じることで、過去の記憶やポジティブな自己像へのアクセ
サビリティが高まる（川口・佐藤・伊藤・波多野・大塚，2011; 小林・岩永・生和，2002; Vess, 
Arndt, Routledge, Sedikides, & Wildschut, 2012）ことも示されている。
　以上から、ノスタルジアを感じると、本当の自己を反映していると感じられる重要な過去が、
現在の自己との心理的な近接性を持って想起され、現在の自己と結び付けられるようになると考
えられる。そのため、自己連続性が高まると予測される。しかし、著者の知る限りでは、ノスタ
ルジアが自己連続性に与える影響について、心理学実験を用いて検討した研究は行われていない。
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そこで、本研究はノスタルジアを感じることで自己連続性の知覚が高まるか、２つの実験を通じ
て検討した。また通常，多くの人は、自己連続性を保持していると考えられる（cf. McAdams, 
2001）。そこで本研究では、自己連続性が一時的に低くなった状態においてノスタルジアを感じ
ると自己連続性が回復されるという側面に着目し、自己の変化への知覚を高めると考えられる手
続きを条件に関わらず含めることとした。また、ノスタルジアはポジティブな感情であるとされ
ている（Wildschut et al., 2006）ため、単純な感情のポジティビティによって自己連続性が高まっ
ているという代替説明を排除するため、対照条件として（ノスタルジアではない）ポジティブ感
情を喚起させる条件を設定した。

実験

予備調査
　本研究では、ノスタルジアを喚起させる手段として音楽を用いた（e.g., Barrett, Grimm, 
Robins, Wildschut, Sedikides, & Janata, 2010; 川口他 , 2011; 小林他 , 2002）。そこで、実験に先立
ち、ノスタルジア喚起音楽およびポジティブ感情喚起音楽の選定のために、予備調査を実施した。
　調査協力者は一橋大学の学生17名（男性８名、女性９名、年齢 M＝18.65、SD＝0.79）で、協
力者にはおよそ１分に編集した７曲の音楽を聴いてもらい、音楽聴取時の感情についてそれぞれ
評定を求めた（５件法）。予備調査の結果、最もノスタルジア得点（“なつかしい”の１項目）が
高かった音楽（井上陽水の少年時代）を、ノスタルジア喚起音楽とした。また、ポジティブ感情
項目（“明るい”、“楽しい”、“陽気な”の３項目の合算平均、αs > .52）の得点が高く、かつノ
スタルジア得点が低い音楽（Jan Van der Roost の Flashing Winds）を、ポジティブ感情喚起音
楽とした。
　各得点について対応のある t 検定を行った結果、ポジティブ感情喚起音楽（ノスタルジア得点 
M＝2.55, SD＝0.59 ; ポジティブ感情得点 M＝4.06, SD＝0.73）よりもノスタルジア喚起音楽（ノ
スタルジア得点 M＝4.47, SD＝0.86; ポジティブ感情得点 M＝2.35, SD＝0.72）の方が、ノスタル
ジア得点が高く、かつポジティブ感情得点が低くなっていた（All ts（16） > 9.4, ps < .001, η2s > 
.85）。
　また、音楽によって過去の記憶が想起されるか確認するため、音楽を聴いて思い出した出来事
について記述を求めた。その結果、参加者17名のうち、特定の出来事を書いていたのは、ノスタ
ルジア喚起音楽では12名（70.6％）、ポジティブ音楽では４名（23.5％）だった（t（16）＝3.77, p < 
.01, η2= .47）。

実験１
　実験参加者　実験参加者は、一橋大学の学生46名（男性27名、女性19名、年齢 M ＝19.0; SD

＝1.2）であった。46名の参加者をランダムに条件に割り当てた結果、ノスタルジア条件の参加
者は23名（男性11名、女性12名）、ポジティブ条件の参加者は23名（男性16名、女性７名）となっ
た。
　手続き　参加者には、言語処理と映像視聴の関連についての研究であると説明し、言語課題に
取り組んでもらった後に映像を見てもらうことを伝えた。
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　はじめに参加者は、自己の変化への知覚を高めることを目的とした乱文再構成課題に取り組ん
だ。乱文構成課題は全９問で構成されていたが、このうち６問が過去から現在にかけて自己が変
化したことを示唆するような文章（e.g., “今の私はもはや過去の私ではない”）であった。
　課題後、１回目の自己連続性評定に回答してもらった。用いた尺度は Ersner-Hershfield, 
Garton, Ballard, Samanez-Larkin, & Knutson（2009）において現在と未来の自己連続性を評定す
るのに用いられていた尺度で、未来の自己を過去の自己に変更して用いた。この尺度は全４項目
から構成されており、初めの２項目は，過去と現在の自分がどのくらい似ていると思うか、およ
びどのくらい強く結びついていると思うかについて尋ねた項目であった。参加者は、過去の自己
と現在の自己を表す２つの円が、重ならずに接している状態から、ほぼ完全に重なった状態まで、
円の重なりの程度を７段階で設定した選択肢の中から回答をした。この２項目は、Aron, Aron, 
& Smollan（1992）の IOS（Inclusion of other in the self）尺度を基に作られたもので、過去の
自己と現在の自己にどの程度の一体感を感じているか、あるいは過去の自己が現在の自己と同じ
存在であるとどの程度感じているか、を測定しているものである。残りの２項目は、過去の自分
のことをどのくらい好きだと思うか、およびどのくらい大切だと思うかについて、７件法のリッ
カート尺度で回答するものだった。
　続いて参加者は，映像を視聴した。映像の BGM の種類によって、喚起感情の条件分けが行わ
れた。ノスタルジア条件ではノスタルジア喚起音楽、ポジティブ条件ではポジティブ感情喚起音
楽を用いた。視聴した映像はこの実験のために用意したオリジナルのもので、自然の風景や建物
の景観を写した写真のスライドショーだった。
　映像視聴後、参加者には２回目の自己連続性測定、および映像に関する質問に回答してもらっ
た。２回目の自己連続性測定は、１回目と同じ尺度を用いた。さらに、実験に関するアンケート
への回答を求めた。回答後にはディブリーフィングを実施し、実験を終了した。

結果と考察
　留学生１名、および　実験後のアンケートの回答において実験意図への気付きが見られた６名
を分析から除外した。その結果、参加者はノスタルジア条件20名（男性10名、女性10名）、ポジティ
ブ条件20名（男性13名、女性７名）となった。
　自己連続性尺度４項目を、映像視聴前の１回目の測定（T1）と、映像視聴後の２回目の測定

（T2）、それぞれ合算平均して過去の自己連続性得点とした（T1 α＝ .66; T2 α＝ .75）。自己連続
性得点に対して２（喚起感情：ノスタルジア条件 vs. ポジティブ条件）× ２（時間：T1 vs. T2）
の分散分析を行った（Figure 1）。その結果、喚起感情と時間の交互作用のみが有意（F（1, 38）＝
4.61, p < .05, partial η2＝ .11）で、喚起感情および時間の主効果はいずれも有意でなかった（Fs 
< 1, n.s., p η2s < .02）。単純主効果検定の結果、ノスタルジア条件において、T1（M＝4.99, SD＝
1.06）よりも T2（M＝5.20, SD＝1.13）の方が、自己連続性が高い傾向が見られた（F（1, 38）＝3.17, 
p＝.083, partial η2＝ .08）。他方で、ポジティブ条件では、T1（M＝5.46, SD＝0.91）と T2（M＝5.31, 
SD＝1.19）で有意な差は見られなかった（F（1, 38）＝1.58, n.s., partial η2＝ .04）。また、T1と T2
のいずれにおいても、ノスタルジア条件とポジティブ条件の間で有意な差は見られなかった（Fs 
< 2.4, n.s., partial η2s < .06）。
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Figure 1.  Self-continuity as a function of condition and time of self-continuity rating in Experiment 1（7-point 
scale）

Note. T1＝ before each emotion was induced; T2＝ after each emotion was induced.

　以上より、ノスタルジア条件においてのみ、自己連続性が感情喚起前の T1よりも感情喚起後
の T2の方が高くなっており、仮説に沿った結果が得られた。しかし、有意な差は見られなかっ
たものの、ポジティブ条件の方がノスタルジア条件よりも自己連続性得点が高くなっているパ
ターンが見られた。また、自己連続性の測定を２度実施することで実験意図に気付かれやすかっ
た、T1と T2の相関が高くなってしまう（r ＝ .87, p <. 001）などの問題点が考えられた。そこで
実験２では、自己の変化への知覚を高める手続きを変更した。また、連続性の測定を感情喚起後
のみとし、ノスタルジアが自己連続性に与える影響について再度検討した。

実験２
　実験参加者　実験参加者は、一橋大学の学生41名（男性22名、女性19名、年齢： M＝19.0，SD

＝0.8）であった。41名の参加者をランダムに条件に割り当てた結果、ノスタルジア条件の参加
者は20名（男性11名、女性９名）、ポジティブ条件は21名（男性11名、女性10名）となった。
　手続き　参加者には、映像の視聴と個人的特徴との関連についての研究であると説明し、２つ
の映像を見てもらい質問に回答してもらうと伝えた。
　はじめに参加者は、幾何学図形を用いた映像を視聴した。この映像は、参加者の自己の変化へ
の知覚を高めることを目的としていた。映像は全体で１分ほどの長さで、10種類の幾何学図形が
画面の左側から１つずつ現れ、画面中央に配置された灰色の長方形の背面を通り、画面の右側へ
と流れて行く様子を映したものだった。それぞれの図形は、灰色の長方形の背面を通過する間に、
図形の色や形、大きさなどが様々に変化し、画面の右側へと消えていった。人は、人間や生物に
対してだけでなく、運動する図形に対しても、意図、感情、パーソナリティなどの心的な状態を
帰属させる傾向がある（for a review, 龍輪 , 2007）。本研究では、変化する図形から心的な状態
の変化を見出し、そこから自己の変化への知覚も高まるのではないかと想定した。
　続いて参加者は、実験１で用いた映像を視聴した。実験１と同様に、風景映像の BGM によっ
て感情喚起の操作が行われた。映像視聴後、自己連続性尺度、および映像に関する質問に回答し
た。自己連続性尺度は、実験１で用いた４項目のうち、自己連続性をより直接的に測定している
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と考えられる２項目のみ（過去と現在の自分がどのくらい似ていると思うか、およびどのくらい
強く結びついていると思うか）を用いた。その後、実験に関するアンケートへの回答を求め、ディ
ブリーフィングを実施し、実験を終了した。

結果と考察
　実験後のアンケートの回答において、実験意図への気づきが見られた２名を分析から除外した。
その結果、参加者はノスタルジア条件20名（男性11名、女性９名）、ポジティブ条件19名（男性
11名、女性８名）となった。
　自己連続性尺度２項目を合算平均して自己連続性得点とした（r（39）＝.46, p < .01）。自己連続
性得点に対して t 検定を行った（Figure 2）結果、ノスタルジア条件（M＝4.95, SD＝1.04）の方
がポジティブ条件（M＝4.21, SD＝1.17）よりも自己連続性得点が高くなっていた（t（37）＝1.78, p 
< .05, d＝.67）。この結果は仮説と一致するもので、ノスタルジアを感じることで自己連続性の知
覚が高まることが示された。

Figure 2. Self-continuity as a function of condition in Experiment 2（7-point scale）

総合考察

　本研究は、ノスタルジアを感じることによって、過去から現在にかけて同じ自分が連続してい
るという感覚、すなわち自己連続性が高まるかどうか、実証的に検討した。実験１では、ノスタ
ルジアを喚起された条件の参加者では、ノスタルジアを喚起される前よりも喚起された後の方が、
自己連続性が高くなっている傾向が見られた。他方のポジティブ感情を喚起された条件の参加者
では、ポジティブ感情の喚起の前後で自己連続性に変化は見られなかった。実験２では、ポジティ
ブ条件よりもノスタルジア条件の方が、自己連続性が高くなっていた。これらの結果は、本研究
の仮説に沿ったものであった。
　ノスタルジアがもたらす心理的帰結に関する研究が多く行われている。しかし、Davis（1979 
間場他訳 1990）が論じた、ノスタルジアによって自己連続性が高まるという議論については、
これまで実証的に検討されてこなかった。自己連続性とノスタルジアの関連について実証的に検
討した点において、本研究には一定の意義があるだろう。
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　また、自己不連続な状態は心理的な不適応をもたらす恐れがある（e.g., Chandler et al., 2003; 
Lampinen et al., 2004; Milligan, 2003）が、連続性を高める方法については、明らかにされてこ
なかった。自己不連続な状態では、単に過去を思い出すだけでは連続性を得にくい可能性がある。
なぜならば、現在の自己像とは一致しないような過去の出来事を想起した場合には、その出来事
が自分の体験ではないように感じられる傾向があるためである（佐藤，2008）。本研究は、その
ような状況にあってもノスタルジアによって自己連続性を高めることができる可能性を示してい
る。
　しかし、本研究はいくつかの限界点も抱えている。１つ目として、参加者が自己連続性につい
て評定する際に、どのくらい昔の自己を想定していたのか、本研究では統制できていない、とい
う点が挙げられる。これは、ノスタルジア喚起音楽によって想起される出来事や自己像がどのく
らい昔のものであるか、参加者によって差が生じうると考えられ、連続性評定の際に想定する過
去の自己を特定できなかったためである。想定した過去の自己との時間的な距離によって、感じ
られる連続性の程度は異なってくると予測される。実際、想起した出来事が昔の出来事であるほ
ど、感じられる自己連続性の程度が低くなる、ということが示されている（Lampinen et al., 
2004）。この点について、実験２では、すべての質問項目への回答が終了し、ディブリーフィン
グを行う前に実施したアンケート内で、自己連続性評定においてどの過去の自分を想定していた
か、参加者に尋ねていた。参加者はいつの自己を想定していたか、“小学生未満”、“小学生”、“中
学生”、“高校生”、“高校生以降”、“特になし”、の６つの選択肢の中から選んだ。この質問の回
答について、カイ二乗検定を行った結果（2）、小学生の頃を想定していた参加者の人数が、ポジティ
ブ条件（n＝2）よりもノスタルジア条件（n＝7）の方が多い傾向が見られた（χ2（2）＝4.85, p

＝ .088）。すでに述べたように、遠い自己を想起するほど自己連続性が感じられにくいため、ノ
スタルジア条件の方が自己連続性得点が低くなると予測される。しかし、実験の結果はこの予測
とは一致せず、むしろノスタルジア条件の方が自己連続性が高くなっていた。いつの自己との連
続性を回答していたのか、条件間で時期に違いが見られていたものの、実験２の結果はその違い
からは説明のできないものであった。
　また、ノスタルジアによって自己連続性が高まるプロセスについても、本研究では検討できて
いない。Lampinen et al.（2004）は、過去の出来事について、その当時に感じたであろう感覚や
感情などの主観的経験（subjective experience）が、自己連続性を確立させる上で重要な役割を
果たしているだろう、と論じた。ノスタルジアと関連の深いエピソード記憶の特徴は、メンタル
タイムトラベルが可能であること、つまり、その出来事を再体験するかのようにありありと思い
出し、その出来事は自ら体験した出来事であるという感覚が生じる点にある（for a review, 
Tulving, 2002）。そのため、ノスタルジアにおいても、過去の出来事についての主観的経験が伴
うと予測される（cf. 川口 , 2011; Stephan et al., 2012）。主観的経験と自己連続性、主観的経験と
ノスタルジアの関係については、著者の知る限りではこれまでに実証的に検討されておらず、今
後の検討課題である。
　本研究では、自己不連続性が高まった状態において、ノスタルジアを感じることで自己連続性
の知覚が高まる、という側面に着目した。そのため、いずれの実験においても条件に関わらず、
自己の変化への知覚を高めるための手続きを行った。しかし、本研究で用いた手続きは、そのど
ちらもが試み的に用いられたものであり、自己連続性への影響は検討されていない。実験では、
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自己の変化への知覚を高めると想定された手続きを経ても参加者の自己連続性は比較的高く、本
当に変化への知覚が高まっていたのかは明らかではない。今回の実験では参加者の自己不連続性
が高まっているとは言えなかった。実際に自己不連続性が生じた際に、連続性を回復させること
ができるのか、結果の適応可能性については判断に慎重を期するだろう。この点についても、更
なる検討が必要である。

注

（１） 　本稿は、著者の平成23年度修士論文（一橋大学大学院社会学研究科）を加筆修正したものである。成果の

一部は、日本社会心理学会第53回大会において発表された。

（２） 　“小学生未満”または“高校生以降”と回答した参加者はいなかった。また、“特になし”と回答した参加

者（n＝5）は分析から除外した。
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